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第 1 趣旨 

この 要綱 は 、 別 に 定め が ある も の の ほか 、 岩 手 県 議会 情報 公開 条例 (平成 11 年 岩手 県 条例 

第 61 号 。 以 下 「 条 例 」 と いう 。) に 基づき 、 情 報 公 開 に 関す る 事務 の 取扱 い に つ いて 必要 な 
事項 を 定め る も の と する 。 
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第 2 開示 請求 に 関す る 事 
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を 取り 扱う 窓口 (以下 「 公 開 窓口 」 と い う 。) は 、 議事 調査 課 と する 。 
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2 公開 窓口 で 行う 事務 

(1) 事務 局 の 課 (以下 「 担 当 課 」 と いう 。) が 保有 する 公文 書 の 開示 請求 に 係る 相談 、 案 内 及 
A A 
順に お いて 同じ 。) に 係る 相談 、 案 内 及び 受付 に 関す る こと 。 

(2) 担当 課 が 行う 公文 書 の 開示 の 立会 い に 関す る こと 。 










































































(3) 開示 を 行っ た 公文 書 の 写し 、 複 製 物 又は 公文 書 を 紙 そ の 他 こ れ ら に 類する も の に 印字 し 、 
若しくは 印画 し た も の の 写し (以下 「 公 文書 の 写し 等 」 と いう 。) の 交付 及び 送付 に 要する 
費用 の 徴収 に 関す る こと 並び に 第 8 の 規定 に 基づく 公文 書 の 写し の 提供 及び 送付 に 要する 





















































費用 の 徴収 に 関す る こと 。 

(4) 公文 書 を 開示 する か どう か の 決定 (以下 「 開 示 決定 等 」 と いう 。) 又は 開示 請求 に 係る 不 
作為 に 係る 審査 請求 の 受付 に 関す る こと 。 

(5) 公開 窓口 に 配 加 され た ファ イル 管理 答 の 写し の 管理 に 関す る こと 。 

(6) 情報 公開 事務 の 取扱 い に つ いて の 調整 に 関す る こと 。 




































































3 担当 課 で 行う 事務 
1) 開示 請求 及び 文書 提供 の 申込 み に 係 る 公文 書 の 検索 及び 特定 に 関す る こと 。 
(2) 開示 決定 等 及び その 通知 に 関す る こと 。 
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3) 開示 決定 等 に 係る 県 、 国 、 独 立 行政 法人 等 、 県 以外 の 地方 公共 団体 、 地 方 独立 行政 法人 
及び 開示 請求 者 以外 の 者 (以下 「 第 三 者 」 と いう 。) に 対す る 意見 書 提 出 の 機会 の 付与 に 関 
02 で 


























(4) 公文 書 の 開示 の 実施 に 関す る こと 及び 第 8 の 規定 に 基づく 公文 書 の 写し の 提供 に 関す る 
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(5) 開示 決定 等 又は 開示 請求 に 係る 不作 為 に 係る 審査 請求 の 要件 審査 に 関す る こと 。 


(6) 岩手 県 議会 情報 公開 審査 会 (以下 「 審 査 会 」 と いう 。) に 対す る 意見 の 求め (以下 上 
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依頼 」 と いう 。) に 関す る こと 。 








(7) 開示 決定 等 又は 開示 請求 に 係る 不作 為 に 係る 審査 請求 に 対す る 裁決 に 関す る こと 。 
(8) ファ イル 管理 短 の 作成 に 関す る こと 。 
(9) 情報 の 提供 に 関す る こと 。 



























































開示 請求 書 の 受付 

相談 及び 案内 

公開 窓口 に 情報 公開 に 関す る 相談 が あっ た 場合 は 、 相 談 の 内 容 が 条例 に 基づく 公文 書 の 開 

示 請求 と し て 対応 すべ きも の か どう か を 確認 し 、 公文 書 の 開示 請求 が 必要 な も の に つい て は 、 

条例 第 6 条 第 1 項 の 書面 (以下 「 開 示 請求 書 」 と いう 。) の 提出 を 求め る も の と する 。 
相談 の 内 容 に よっ て は 、 公 文書 の 開示 請求 - に よら な く と も 情報 提供 が で きる も の や 他 の 制 

度 の 利用 に よる べき も の が ある の で 、 そ れ ぞ れ 、 次 の と お り 対 応 す る も の と する 。 

(1) 情報 の 提供 

広報 紙 、 統 計 書 等 の 資料 に より 対応 で きる も の 議会 図書 室 等 に お いて 公表 し て いる も 
の な ど に つい て は 、 そ の 情報 を 提供 する 。 

(2) 他 の 制度 の 利用 

他 の 法令 等 の 規定 に より 閲覧 等 を する こと が で きる も の に つい て は 、 条 例 に 基づく 開示 
が 行わ れ な い 場 合 が ある の で (条例 第 17 条 ) 、 こ れ に 該当 する 場合 は その 旨 を 説明 し 、 担 
当 課 へ の 案内 等 を 行う 。 

な お 、 条 例 に 基づく 開示 が 行わ れ な い の は 、 他 の 法令 等 に 基づく 開示 の 方 法 と 条例 に 基 
づく 開示 の 方 法 が 同一 で ある 場合 に 限ら れる こと か ら 、 例 えば 、 他 の 法令 等 で は 、 閲 覧 し 
か で き な い も の に つい て 、 そ の 写し を 希望 する 場合 や 閲覧 等 の 期間 が 定め られ て いる 場合 
で 、 当 該 期 間 の 前 後に お いて 閲覧 を 希望 する 場合 な ど は 、 条 例 が 適用 され る の で 、 こ れ ら 
の 場合 に は 、 公 文書 の 開示 が 行わ れる こと に 注意 する こと 。 






























































































































































































































































開示 請求 書 の 受付 は 、 公 開 人 窓口 が 行う も の と する 。 な お 、 担 当 課 に 直接 相談 が あっ た 場 
合 に は 、 担 当 課 は 、 情 報 の 提供 や 他 の 制度 の 利用 等 で 対応 で きる 場合 を 除き 、 公 開 窓口 に 
案内 する も の と し 、 開 示 請求 書 が 送付 され 、 又 は ファ クシ ミリ を 利用 し て 送信 され た 場合 
は 、 上 直ちに 、 こ の 財 を 公開 窓口 に 連絡 する と と も に 、 当 該 開 示 請求 書 を 公開 窓口 に 送付 す 
る も の と する 。 
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開示 請求 の 方 法 
は 、 条 例 第 6 条 第 1 項 各 号 に 掲げ る 事項 が 記載 され て いれ ば 任意 の 様式 で 
り る も の で ある が 、 標 準 的 な 様式 を 例示 すれ ば 参考 様式 の と お り で ある 。 
示 請求 は 、 公 文書 の 開示 を 請求 する 者 が 、 開 示 
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開示 請 ヨ 
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り 行 う も の と する 。 




















開示 請求 に 当たっ て の 必要 な 要 付 












































こと が で きる も の と する 。 




















E が 満た され て いる 場合 に は 、 送 付 
クシ ミリ 若しくは 電子 申請 シス テム を 利用 し て 送信 する こと に より 開示 
る 
エ 送付 に よる 場合 の 送付 先 、 フ ァ ク シミ リ を 利 


き 志 求 ミミ 
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用 する 場合 の 送信 先 及び 電子 申 





ム を 利用 する 場合 の ホー ムペ ー ジ アド レス は 、 次 の と お り と する 。 










































































内 丸 10 番 1 号 岩手 県 議会 事務 




















る 。 た だ し 、 同 一 の 担当 課 に 同一 人 か ら 複 数 の 公文 


















































開示 請求 書 が ファ クシ ミリ を 利用 し て 送信 され た 場合 
話 等 に より 、 開 示 請求 書 が 送信 され た 旨 を 


本 の 障がい 等 に より 、 
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アド レス https ://s-kantan. com/pref-iwate-u/ 
電話 等 に よる 開示 請求 は 認め な いも の と する 。 
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⑦) 送付 先 〒020-8570 岩手 県 盛岡 
開 窓口 ) 
(4) 送信 先 019 一 629 一 6014 
(の 
オ 口頭 、 電 
(3) 開示 請求 書 の 受付 に 当たっ て の 注意 事項 
ア 開示 請 : 
書 の 名 
1 枚 の 
状 等 ) 
ウ 開示 請求 を する 者 が 身 
場合 は 、 公 開 窓口 
する 。 
NE 
「 開 示 請求 者 」 と いう 。) に 、 
と する 。 


オ 開示 請求 書 が 電子 申請 シス テム を 利 
場合 に は 、 開 示 請求 者 に 、 
連絡 する も の と する 。 
開示 請求 書 の 記載 事項 の 確認 

口 で は 、 開 示 請 求 書 の 提出 が あっ た 場合 は 、 次 の 事項 に つい て 確認 する も の と す 
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電子 メー ル 又 は 電話 等 














示 請 求 を する 者 の 氏名 








て いる こと 。 
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(代理 人 氏名 











代理 人 に よる 請求 の 場合 は 、 本 人 の 氏名 又は 名 
)』 の よう に 記載 され て いる こと 。 



































又は 名 称 
個人 の 場合 は 氏名 、 法 人 その 他 の 
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に 


を 公開 窓口 に 提出 する こと に 








は 、 原 則 と し て 、 請 求 内 容 1 件 に つき 1 枚 の 開示 請求 書 に より 行う も の と す 
の 開示 請求 が あっ た 場合 は 、「 公 文 
称 そ の 他 の 公文 書 を 特定 する に 足り る 事項 」 の 欄 に 記載 する こと が で きる 範囲 で 、 
請求 書 に より 行う こと が で きる も の と する 。 
イ 開示 請求 の 手続 は 、 本 人 が 行う こと を 原則 と する が 、 代 理 関係 を 
の 提出 が あっ た 場合 に は 、 代 理 人 に より 行う こと が で きる も の と する 。 

HH ら 開 示 請 求 書 に 記載 する こと が 
の 職員 が 代筆 する な ど 適 当 な 方 法 に より 対応 する こと が で きる も の と 








証明 する 書類 (委任 


困難 な 





示 請求 を し た 者 (以下 

















E 絡 する も の 














用 し て 送信 され た こと が 確認 され 、 紙 に 出力 し た 
































より 、 開 示 請 求 書 が 送信 され た 言 を 





団体 の 場合 は 名 称 並 びに 代表 者 の 氏名 が 記載 され 


称 に 続け て 、『 代 理 人 A 市 B 町 〇 番 〇 











(の の ⑦)、《④⑰⑳ い ずれ の 場合 も 押印 は 要 し な いこ と 。 
イ 開示 請求 を する 者 の 住所 
個人 の 場合 は 住所 又は 居所 、 法 人 その 他 の 団体 の 場合 は 事務 所 又は 事業 所 の 所 在 地 が 
記載 され て いる こと 。 
な お 、 開 示 請求 者 に 迅速 か つ 確 実に 連絡 する た め 、 電 話 番号 (自宅 、 勤 務 先 等 )、 担 当 
者 氏名 等 の 記載 を 求め る も の と する 。 
ウ 公文 書 の 名 称 その 他 の 公文 書 を 特定 する に 足り る 事項 
公文 書 の 名 称 又は 知り た いと 思う 事項 の 内 容 が 、 公 文書 を 特定 で きる 程度 に 具体 的 に 
記載 され て いる こと 。 
( 注 ) 参考 様式 の 「 開 示 の 実施 の 方 法 」 欄 に つい て 
開示 の 実施 の 方 法 に つい て は 、 人 条例 第 16 条 第 3 項 の 規定 に より 、 公 文書 の 全部 又は 
一 部 を 開示 する 冒 の 通知 が あっ た 日 か ら 起 算 し て 30 日 以内 に 申し 出る こと と され て い 
る こと か ら 、 当 該 欄 を 記載 する か どう か は 開示 請求 者 の 任意 で ある が 、 開 示 請 求 を 行 
う 時 点 で 希望 する 開示 の 実施 の 方 法 が 確定 し て いる 場合 は 、 あ ら た め て 申出 を 求め る 
こと は 合理 的 で な いこ と か ら 、 当 該 欄 を 設け た も の で ある 。 
な お 、 開 示 請 求 書 に 開示 の 実施 の 方 法 が 記載 され て いる 場合 は 、 別 に 申出 が な い 四 
り 、 当 該 記載 を も っ て 、 条 例 第 16 条 第 2 項 に 規定 する 開示 の 実施 の 方 法 等 の 申出 と み 
な すこ と と し て いる 。( 岩 手 県 議会 が 保有 する 公文 書 の 開示 等 に 関す る 規程 第 5 条 第 2 
項 ) 
(5) 請求 書 の 補正 
ア 記載 事項 に 記入 漏れ が ある な ど 形 式 上 の 不備 が ある 場合 は 、 開 示 請求 者 に 対 し て 当該 
箇所 の 補正 を 求め る も の と する 。 
イ 送付 に より 、 又 は ファ クシ ミリ 若しくは 電子 申請 シス テム を 利用 し て 送信 する こと に 
より 開示 請求 書 が 提出 され た 場合 に は 、 必 要 部 分 の 補正 を 文書 で 求め る も の と する 。 
ウ 補正 を 求め た 場合 に あっ て は 、 補 正 の 参考 と な る 情報 の 提供 に 努め る こと と され て い 
る こと (条例 第 6 条 第 2 項 ) 、 当 該 補正 に 要 し た 日 数 に つい て は 、 後 述 の 開示 決定 期間 に 
算入 され な いこ と (条例 第 12 条 第 1 項 ) に 注意 する 必要 が ある 。 
エ 開示 請求 者 が 補正 に 応じ な い 場 合 に は 、 当 該 開示 請求 が 不適 法 で ある こと を 理由 と す 
る 非 開示 決定 を 行う こと と な る 。 
(6) 開示 請求 の 取下げ 
ア 開示 決定 等 が 行わ れる まで の 間 に 開 示 請求 者 か ら 開 示 請求 の 全部 又は 一 部 を 取り 下げ 
る 言 の 申 出 が あっ た と き は 、 当 該 申出 に 係る 書面 (以下 「 開 示 請求 取 下 書 」 と いう 。) の 
提出 を 求め る も の と する 。 
イ 開示 請求 取 下 書 に 記載 すべ き 事 項 は 、 お お むね 次 の と お り と する 。 
( ア ) 開示 請求 者 の 氏名 又は 名 称 及び 住所 又は 居所 並び に 法人 その 他 の 団体 に あっ て は 
代表 者 の 氏名 
( イ ) 開示 請求 書 の 日 付 又は 開示 請求 書 を 提出 し た 日 付 
( ウ ) 開示 請求 書 の 「 公 文書 の 名 称 そ の 他 の 公文 書 を 特定 する に 足り る 事項 」 欄 に 記載 
し た 事項 (取下げ が 開示 請求 の 一 部 で ある 場合 に お いて は 、 当 該 記 載 し た 事項 の う 
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ち 取 り 下 げ る 内 容 ) 











ワウ 開示 請求 取 下 書 の 受付 は 、 原 則 と し て 公開 窓口 で 行う も の と する 。 








開示 請求 取 下 書 の 提 昌 





人 
は 








日 に つい て は 





、(2) に 定め る 取扱 い に 準 ずる も の と する 。 
オ 開示 請求 取 下 書 の 送付 等 に つい て は 、 3 (2) に 定め る 取扱 い に 準ずる も の と する 。 
カ 














担当 課 は 、 公 開 窓口 か ら 開 示 請求 取 下 書 の 送付 を 受け た 場合 に は 、 こ れ を 供覧 し 、 事 

















限り で な い 。 











3 開示 請求 書 の 取扱 い 











案 の 処理 を 終了 する も の と する 。 た だ し 、 取 下げ が 開示 請求 の 一 部 で ある 場合 は 、 こ の 





公開 窓口 で 開示 請求 書 を 受け 付け た 後 は 、 次 に より 処理 する も の と する 。 


(1) 開示 請求 者 に 対す る 説明 等 
開示 請求 書 を 受け 付け た 場合 は 、 
































該 請求 書 へ 収受 印 を 押印 し 、 そ の 写し を 開示 請求 者 

















に 交付 又は 送付 する と と も に 、 開 示 請 求 者 に 対し 、 次 の 事項 を 説明 する も の と する 。 


な お 、 収 受 印 の 月 日 は 、 





ア 開示 請求 に 係る 公文 書 の 開示 決定 


後述 の 開示 











決定 等 の 期間 の 起算 日 と な る こと に 注意 する こと 。 














> 

















等 は 、 請求 書 を 受け 付け た 日 か ら 起 算 し て 15 日 以内 





に 行う が 、 や む を 得 ず 延 長 する 場合 が ある こと 。 
イ 開示 決定 等 は 書面 に より 通知 し 、 
文書 の 写し 等 の 交付 に 要する 費用 等 に つい て も 、 同 書面 で 通知 する こと 。 
ウ 公文 書 の 写し 等 の 交付 を 受け る 場合 は 、 公 文書 の 写し 等 の 交付 に 必要 な 費用 を 開示 請 
求 者 が 負担 し な けれ ば な ら な いこ と 、 ま た 、 送 付 を 希望 する 場合 は せ 、 こ れ に 加え 、 送 付 
に 必要 な 費用 を 負担 し な けれ ば な ら な いこ と 。 



























































(2) 開示 請求 書 の 送付 等 
開示 請求 
する 。 





嘩 


第 4 開示 決定 等 
1 内 容 の 検討 





























開示 する 場合 は 、 開 示 を 実施 する 日 時 、 場 所 及び 公 



































の 写し を 保管 し た 上 で 、 直 ち に 、 当 該 開 示 請求 書 を 担当 課 へ 送付 する も の と 











担当 課 は 、 開 示 請求 が あめ っ た と き は 、 開 示 請求 に 係る 公文 書 に 記録 され て いる 情報 が 条例 





第 7 条 各 号 に 規定 する 情報 (以下 「 非 開示 情報 」 と いう 。) に 該当 する か どう か を 検討 する も 


の と する 。 




















2 開示 決定 等 の 期 了 











な い 。 








原則 と し て 、 開 示 請 求 が あっ た 日 か ら 





起算 し て 15 日 以内 に 開示 決定 等 を 行わ か な けれ ば な ら 

















な お 、 公 開 窓口 に お いて 請求 書 を 受け 付け た 日 を も っ て 、 開 示 請求 が あっ た 日 と し て 取り 





扱う も の と する 。 


3 開示 決定 等 の 期限 の 延長 
(1) 事務 処理 上 の 困難 その 









































に より 開示 決定 等 の 期限 を 延長 する 場合 は 、 担 当 課 





他 正 当 な 理 | 
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は 、 開示 請求 が あっ た 日 か ら 起 算 し て 15 日 以内 に 開示 決定 等 期間 延長 通知 書 (様式 第 1 号 ) 
に より 、 開 示 請 求 者 に 通知 する も の と する 。 

(2) 延長 し た 場合 の 期限 は 、 開示 請求 が あっ た 日 か ら 起 算 し て 45 日 を 限度 と する こと と され 
て いる が 、 延 長期 限 を 45 日 と し た の は 、 開 示 請求 の あっ た 公文 書 に 、 第 三 者 に 関す る 情報 
が 記録 され て いる と き に 、 当 該 第 三 者 に 意見 書 を 提出 する 機会 を 保障 する た め に 必要 な 期 
間 の 確保 に 配慮 し た も の で ある こと か ら 、 こ れ 以 外 の 場合 に あっ て は 、 開 示 決 定 等 の 期 旧 
が 原則 と し て 15 日 以内 と され て いる こと を 勘案 し 、 延 長 し た と き で も 、 開 示 請求 が あっ た 
日 か ら 30 日 以内 に 開示 決定 等 を 行う よう 努め る も の と する 。 

(3) 決定 期限 の 延長 を 行っ た 場合 は 、 担 当 課 は 、 開 示 決定 等 期間 延長 通知 書 の 写し を 公開 窓 

口 に 送付 する も の と する 。 































































































































































































決定 等 の 期限 の 特例 
求 に 係る 公文 書 が 著しく 大 量 で や る た め 、 開 示 請求 が あっ た 日 か ら 起算 し て 45 日 以内 
の すべ て に つい て 処理 する こと が 不可 能 な 場合 、 ま た 、 そ の すべ て に つい て 処理 する 







































































こと で 通常 の 事務 の 遂行 に 著しい 支障 が 生ずる 場合 は 、 開 示 請求 に 係る 公文 書 の うち 相当 
の 部 分 に つい て 45 日 以内 に 開示 決定 等 を し 、 残り の 公文 書 に つい て は 相当 の 期間 内 に 開示 
決定 等 を 行う こと が で きる が 、 こ の 場合 は 、 担 当 課 は 、 請 求 が あっ た 日 か ら 起 算 し て 15 日 
以内 に 開示 決定 等 期間 特例 延長 通知 書 (様式 第 2 号 ) に より 、 開 示 請 求 者 に 通知 する も の 
と する 。 
な お 、 第 4 の 3 の 「 決 定期 限 の 延長 」 を 行っ た 後 、 更 に 「 開 示 決 定 等 の 期限 の 特例 」 を 
適用 する こと は で き な い こと に 注意 する こと 。 
(2) 開示 決定 等 の 期限 の 特例 を 適用 し た 場合 は 、 担 当 課 は 、 開 示 決 定 等 期間 特例 延長 通知 書 
の 写し を 公開 窓口 に 送付 する も の と する 。 






































































































































5 第 三 者 に 関す る 情報 
開示 請求 の あっ た 公文 書 に 、 第 三 者 に 関す る 情報 が 記録 され て いる と き の 取 扱い は 、「 第 5 
第 三 者 に 関す る 情報 の 取扱 い |」 に よる も の と する 。 


























6 開示 決定 等 の 決裁 

開示 決定 等 は 、 岩 手 県 議会 事務 局 代 決 専決 規程 (昭和 44 年 岩手 県 議会 訓令 第 4 与 ) 第 8 条 
の 規定 に より 、 課 長 及 び 担 当 課 長 の 専決 事項 で ある 。 た だ し 、 特 に 重要 で ある と 認め られ る 
事案 に つい て は 、 同 規程 第 5 条 の 規定 に より 、 上 司 の 決裁 を 受け な けれ ば な ら な い 。 


































































































7 内 部 調整 
開示 決定 等 に 当たっ て は 、 次 に より 内 部 調整 を 行う も の と する 。 
(1) 議事 調査 謀 と の 協議 
担当 課 は 、 開 示 決 定 等 に 当たっ て は 、 議 事 調査 課 に 協議 する も の と する 。 
(2) 関係 課 等 と の 調整 
担当 課 は 、 開 示 の 請求 に 係る 公文 書 に 他 の 課 が 所 掌 す る 事務 に 係る 情報 が 記録 され て い 
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る 場合 又は 議会 以外 の 県 の 機関 が 作成 し た も の で ある 場合 に は 、 当 該 関係 課 又 は 機関 と 連 
絡 を と り 、 調 整 を 行う も の と する 。 











8 開示 決定 等 の 内 容 及 びそ の 通知 
1) 全部 開示 決定 
担当 課 は 、 開 示 請求 に 係る 公文 書 に 非 開示 情報 に 該当 する 情報 が 記録 され て いな いと き 
は 、 公 文書 の 全部 を 開示 する 旨 の 決定 を 行い 、 公 文書 開示 決定 通知 書 (様式 第 3 号 ) に よ 
り 開示 請求 者 に 通知 する も の と する 。 
(2) 部 分 開示 決定 
担当 課 は 、 次 の 場合 に は 、 公 文書 の 一 部 を 開示 する 旨 の 決定 を 行い 、 公 文書 部 分 開示 決 
様式 第 4 号 ) に より 開示 請求 者 に 通知 する も の と する 。 
ア 開示 請求 に 係る 公文 書 の 一 部 に 非 開示 情報 が 記録 され て いる 場合 で 、 そ の 部 分 を 容易 
に 区 分 し て 除く こと が で きる と き 。 
この こと か ら 、 容 易 に 区 分 し て で き な い と き は 部 分 開示 の 義務 は な いこ と に な る が 、 
[容易 に 区 分 し て で き な い と き 」 と は 、 非 開示 情報 の 記載 部 分 の 区 分 けが 困難 な 場合 だ 
け で な く 、 区 分 け は 容易 で ある が その 部 分 の 分 離 が 技術 的 に 困難 な 場合 も 含ま れる も の 
で あり 、 例 えば 、 同 一 の 音声 テー プ や ビデ オ テ ー プ の 中 に 、 非 開示 情報 が 含ま れ て いる 
場合 は 、 こ の 部 分 を 分 離し 、 視 聴 さ せる こと は 技術 的 に 困難 で ある こと か ら 、 非 開示 決 
定 を 行う こと と な る 。 
イ 条例 第 7 条 第 2 号 の 情報 (特定 の 個人 を 識別 する こと が で きる も の に 限る 。) で 、 氏 名 
等 特定 の 個人 を 議 別 する こと が で きる 記録 を 除く こと に より 、 個 人 の 権利 利益 が 害さ れ 
る お それ が な いと 認め られ る と き 。 
(3) 非 開示 決定 
担当 課 は 、 次 の 場合 に は 、 公 文書 の 全部 を 開示 し な い 旨 の 決定 を 行い 、 公 文書 非 開示 決 
定 通知 書 (様式 第 5 号 ) に より 開示 請求 者 に 通知 する も の と する 。 
ア 開示 請求 に 係る 公文 書 に 非 開示 情報 に 該当 する 情報 が 記録 され て お り 、 か つ 、 部 分 開 
示 も 行う こと が で き な い と き 。 
イ 開示 請求 に 係る 公文 書 の 存 耕 を 明らか に し な いで 開示 請求 を 拒否 する と き 。 
請求 に 係る 公文 書 を 保有 し て いな いと き 。 
エ 開示 請求 が 不適 法 で ある と き 。 
(4) 公文 書 の 存否 を 明らか に し な いで 開示 請求 を 拒否 する と き の 取 扱い 
当 課 は 、 公 文書 の 存 否 を 明らか に し な いで 開示 請求 を 拒否 し よう と する と き は 、 当 該 
情報 の 内 容 及 び 公 文書 の 存在 を 明らか に で き な い 理由 を 明示 し た 上 で 、 議 事 調 査 課 に 、 そ 
の 適 谷 に つい て 協議 する も の と する 。 
(5) 公文 書 開示 決定 通知 書 等 の 記載 事項 
公文 書 開示 決定 通知 書 (様式 第 3 号 ) 、 公 文書 部 分 開示 決定 通知 書 (様式 第 4 号 ) 及び 公 
文書 非 開示 決定 通知 書 (様式 第 5 号 ) (以下 「 決 定 通知 書 」 と 総称 する 。) の 記載 事項 は 、 
次 の と お り と する 。 
ア  「 公 文書 の 表示 」 欄 (様式 第 3 号 、 第 4 号 及び 第 5 号 ) 








































































































還 
司 
守 

軸 
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公文 書 の 題名 や 内 容 な ど 当 該 公 文書 を 特定 で きる 事項 を 記載 する こと 。 








イ 「 開 示 


開示 を 実施 する 
互い に 都合 の 良い 
な お 、 開 示 を 実施 する こと が で きる 日 
写し 等 を 送付 する 場合 に あっ て も 開示 を 実施 する 


を 実施 する 日 





日 



































を B 








時 」 欄 (様式 第 3 与 及び 第 4 号 ) 





























日 時 を 記載 する 。 この 場合 、 開示 請求 者 と 事前 に 電話 等 で 連絡 を と り 、 
時 を 指定 する こと が 望ま し い 。 
月 ら か に する 意味 が ある こと か ら 、 公 文 
日 時 を 記載 する こと と し 、 そ の 場合 、 

















加 











「 公 文書 の 写し 等 は 、 開 示 を 実施 する 日 以降 で 開示 の 実施 に 要する 費用 の 納入 が 確認 
れ た 後に 送付 する も の で ある 」 計 を 付記 する こと と する 。 














「 開 示 を 実施 する 場所 」 欄 (様式 第 3 号 及 び 第 4 与 ) 


開示 の 場所 は 、 情 報 公開 室 と する 。 


な お 、 開 示 請求 書 に お いて 、 送 付 に よる 公文 書 の 写 
決定 まで に その 内 容 に 変更 が な いこ と が 確認 され た 場合 
載 を 省略 する こと が で きる も の と する 。 そ の 場合 、 開 示 を 実施 する 場所 の 欄 に は 、 
基 を 省略 する 」 な ど と 記 








に 


エ 「 開 示 


こよ り 人 次 文 





語 : 
杏 





の 写し を 交付 する た め 記 


























し 等 の 交 
に は 、 





け の 希望 を 記載 し 、 開 示 
開示 を 実施 する 場所 の 記 
「 送 付 





項 す る 。 











の 実施 に 要する 費 





] に 相当 する 人 額 」 欄 (様式 第 3 号 及 び 第 4 号 ) 











全部 


交付 を 3 




















示 決定 及び 部 分 開示 決定 (以下 「 開 示 決定 」 と いう 。) に 係る 公文 書 の 写し 等 の 
- る 場合 に 、 開 示 請求 者 に 負担 を 求め る 額 を 記 





肖 す る も の と する 。 





な お 、 開 示 決定 の 時 点 で 額 が 確定 し て いな い 場 合 は 、 概 算 額 (・・ 円 程度 、・・ 円 以内 





オ 「 開 示 


開示 決 


も の と 3 
な お 、 





等 ) の 記載 で 足り る も の と する 。 
の 実施 の 方 法 等 の ! 






































ニー 


人 





る 。 
申出 を 求め る 月 


























る 





日 は 、 公 文書 の 
日 時 に 変 付 が 可能 と な る よう 、 公 文書 


写し 
の 写 


る も の と する 。 (第 6 の 2 参照 ) 


カ 





「 開 示 を し な い 部 分 」 欄 (様式 第 4 号 ) 





開示 を し な い 情 報 の 概要 を 記載 する も の と する 。 


キ 


5 号 ) 


非 開示 事項 の いずれ か に 
する 場合 は 、 


の よし し 。 


「 上 記 部 分 を 開示 し な い 正 





ゝ | レ 


> な 




















まがい ヽ レ 
該当 


する 場合 は 、 そ の 











複数 の 呈 ( 





ーm 久 当 














きき: L 
該当 号 








E 由 」 欄 (様式 第 4 号 ) 又は 「 開 示 を 


出 に 関す る 事項 」 欄 (様式 第 3 号 及 び 第 4 号 ) 
に 係る 公文 書 の 開示 の 実施 の 方 法 等 に つい て 、 申 出 を 求め る 月 


日 を 指定 する 





等 の 交付 を 求め られ た 場合 に 開示 を 実施 す 
し 等 の 作成 に 必要 な 








日 数 を 勘案 し て 


設定 す 




















し な い 理 由 」 欄 (様式 第 




















及び 理由 を 具体 的 に 記載 する も 
各 号 ご と に その 理由 を 記載 する も の と する 。 





な お 、 開 示 請求 に 係る 公文 書 の 存否 を 明らか に し な いで 開示 請求 を 拒否 する と き 又 は 


開示 請求 に 係る 公文 
由 に 開示 し な いと き に つい て も 、 そ の 則 及 びそ の 理 





圭 
刺 





と に 注意 する こと 。 











決定 通知 書 の 写し の 送付 











開示 決定 等 を 行っ た 場合 、 担 当 課 は 、 決 


る 。 

















な お 、 開 示 請 求 者 が 送付 に よる 公文 書 の 写し 等 の 交付 を 希望 する 


























を 保有 し て いな いこ と 若しくは 開示 請求 が 不適 法 で ある こと を 理 

















こと る だっ 



































由 を 具体 的 に 記載 する 必要 が ある こ 
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知 書 の 写し を 公開 窓口 に 送付 する も の と す 


場合 は 、 公 開 窓口 に 対 











し 納入 通知 票 の 発行 を 併せ て 依頼 する も の と する 。 
第 5 第 三 者 に 関す る 情報 の 取扱 い 
1 意見 書 提出 の 機会 の 付与 
担当 課 は 、 請 求 の あっ た 公文 書 に 、 第 三 者 に 関す る 情報 が 記録 され て いる と き は 、 必 要 に 
応じ 、 当 該 第 三 者 に 意見 書 を 提出 する 機会 を 与え る も の と する 。 
た だ し 、 次 の 場合 は 、 第 三 者 の 所 在 が 判明 し な い 場合 を 除き 、 第 三 者 に 意見 書 を 提出 する 
機会 与え を な けれ ば な ら な いこ と に 注意 する こと 。 
(1) 第 三 者 に 関す る 情報 が 記録 され て いる 公文 書 を 開示 し よう と する 場合 で あっ て 、 当 該 情 
報 が 条例 第 7 条 第 2 号 イ 又は 同 条 第 3 号 た だ し 書 に 規定 する 情報 に 該当 する と 認め られ る 
と き 。 
(2) 第 三 者 に 関す る 情報 が 記録 され て いる 公文 書 を 条例 第 9 条 の 規定 に 基づき 開示 し よう と 
ずる と き 。 


















































































































































2 機会 の 付与 の 方 法 
担当 課 は 、 第 三 者 に 対し て 書面 (様式 第 6 号 ) に より 、 意見 



































日 を 求め る も の と する 。 


表 














3 第 三 者 へ の 通知 

担当 課 は 、 第 三 者 か ら 意 見 書 の 提出 が あっ た 公文 書 に つい て 開示 決定 を 行っ た 場合 は 、 当 
該 意 見 書 に お いて 開示 に 反対 の 意思 を 表示 しない 場合 に あっ て も 、 当 該 第 三 者 に 対し 、 書 面 
(様式 第 7 号 ) に より その 冒 を 通知 する も の と する 。 ま た 、 非 開示 決定 を 行っ た 場合 に は 、 
口頭 又は 書面 で 通知 する も の と する 。 




















中 
湖 





























































































































4 第 三 者 が 開示 に 反対 する 則 の 意見 書 を 提出 し た 場合 の 取扱 い 

第 三 者 が 当該 公文 書 の 開示 に 反対 の 意思 を 表示 し た 意見 書 を 提出 し た 場合 に お いて 、 開 示 
決定 を 行っ た と き は 、 開 示 決 定 の 日 と 開示 を 実施 する 日 と の 間 に 少 な く と も 2 週間 を 置か な 
けれ ば な ら な いこ と に 注意 する こと 。 













































































第 6 公文 書 の 開示 

1 開示 の 方 法 

(1) 文書 又は 図画 の 開示 の 方 法 

ア 閲覧 の 方 法 

原則 と し て 、 原 本 を 閲覧 に 供する も の と する 。 た だ し 、 原 本 を 閲覧 に 供する こと に よ 
り 、 当 該 公文 書 を 汚損 し 、 又 は 破損 する お それ が ある と き 、 日 常 業 務 に 使用 し て いる 台 
帳 等 を 提示 する 場合 で 提示 する こと に より 日 常 業 務 に 支障 を きた す と き 、 部 分 開示 を 行 
う 場 合 その 他 正 当 な 理由 が ある と き は 、 原 本 を 複写 し た 物 を 閲覧 に 供する も の と する 。 
な お 、 こ の 場合 、 複 写 に 要する 費用 は 徴収 し な いも の と する 。 
また 、 当 該 公文 書 の 閲覧 に 際 し 、 開 示 請求 者 か ら 、 カ メラ 、 デ ジタル カメ ラ 、 カ メラ 付 
き 携 帯電 話 、 ビ デオ カメ ラ 、 携 帯 複写 機 、 ス キャ ナ そ の 他 こ れ ら に 類する 機器 (以下 「 カ 
ラ 等 」 と いう 。) に よる 撮影 、 複 写 又は 読み 取り (以下 「 撮 影 等 」 と いう 。) の 申出 が 











































































































































































































交 
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あっ た と き は 、 撮 影 等 
め る も の と する 。 た だ し 、 閲 覧 時 に 、 カ メラ 等 を 当該 公文 
合 そ の 他 事 務 上 相当 な 理 
イ 写し の 作成 及び 交付 の 方 法 
公文 書 の 原本 又は それ を 複写 し た も の に つい て 、 乾 式 の 複写 機 に より 
を 交付 する こ 
A 列 3 番 、B 列 4 番 、 





⑦) 


(1) 


) 


() 


ワ 
(7) 


(1) 


(2) 




















旦 








「 る 場合 に B 


影 等 以外 に 


撮影 お 


に 必要 な カメ ラ 等 、 電源 等 を 持参 3 


書 の 


仕 稚 、 












































由 が ある 場合 は 、 そ の 使用 の 














作 


り 使用 を 誰 
使用 し た 場 








! 止 を 命ずる こと が で きる 。 


成 し た 写し 





| 


と に より 行う も の と する 。 な お 、 写 し の 用 紙 の 大 き さ は 、 
A 列 4 番 又は B 列 5 番 と する 。 こ の 場合 、 写 し の 





人 











と し て 担当 課 の 職員 が 行う も の と する 。 





時 
証 


公文 


の 写し は 、 原 則 と し て 白黒 で 作成 する も の と する が 、 カ ラー の 地 





本 工業 規格 
成 は 、 原 則 

















原 











図 、 図 





に つい て は 、 カ ラー コピ ー 機 に より 作成 し た 写し を 交付 する こと が で きる も の と する 。 


この 場合 は 、 


乾式 の 複写 機 に よる 複写 が 








あら か じ め 開 示 請 求 者 の 意向 を 砂 
困難 な 場合 


E 認 する 。 
は 、 業 者 に 委託 する な どの 方 法 に 


















































作成 する も の と する 。 


著作 権 法 に 
に は 、 当 該 閉 作物 を 開示 する こと が で きる 場合 が ある こと 。 
な お 、 未 公表 の 著作 物 に つい て は 、 開 示す る 旨 の 決定 の 時 
思 表 示 を し た 場合 に は 、 
の 方 法 
分 と 非 上 
開示 部 分 を クリ ッ プ で 挟み 閉ざし た も の 、 非 開示 部 分 を 袋 で 覆っ た も の 等 に より 

















ノル ハ 


部 分 開 


開示 間 











ブ プ 


開示 する 。 





ブ | 








開示 部 分 と 非 剛 
E 開 示 部 分 を 黒色 の 遮 へ い 物 で 和 覆っ て 複写 し た も の 、 該 当 ペ マー ジ を 複写 し た 上 で 非 


こよ る 保護 を 受け る 著作 物 で あっ て も 、 条 例 の 規定 に 基づき 開 














まで に 著作 者 
開示 する こと が で き な い の で 留意 する こと 。 

















ノヽ 


区 分 で きる 場合 





部 分 が ペー ジ 単 位 で 











上 示 部 分 が 同一 ペー ジ に ある 場合 









































開示 部 分 を 











ハイ ンク 等 で 塗り つぶ し 、 再 度 複 写し た も の 等 に より 開示 する 。 








電磁 的 記録 の 開示 の 旋法 


より 写し を 


示す る 場合 





が 別段 の 意 





ア 紙 そ の 他 こ れ に 類する も の に 印字 し 、 又 は 印画 し た も の の 閲覧 又は 写し の 交付 に よる 


方 


し 、 又 は 印画 する こと が で きる も の に つい て は 、 紙 その 他 こ れ に 類 
又は 印画 し た も の を 閲 
この 場合 の 紙 等 に 印字 し 、 又 は 印画 し た も の の 閲覧 及び 写し の 交付 に つい て は 、 文 
画 の 場合 と 同様 に 行う も の と する 。 


法 
事務 


局 が 保有 する 電子 計算 機 そ の 他 の 機器 を 用 いて 紙 そ の 他 こ れ に 親 

















する 
する も の 
に 供し 、 又 は その 写し を 交付 する も の と する 。 












































覧 





























ke 


F」 どい う 。 















































) に 記録 され た 電磁 的 記録 で 、 事 務 局 が 保有 する 電子 計算 機 そ 





いて は 、 当 該 方 法 に より 行う も の と する 。 











た だ し じじ 。、 同 





=, 


の 磁気 テー プ 等 (録音 テー プ 及 び ビ デオ テー プ を 除く ) に 非 
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も の に 印字 
に 印字 し 、 


者 


= 


の 他 の 機器 


いて 閲覧 し 、 若 し く は 視聴 し 、 又 は 複製 物 を 作成 し 交付 する こと が 可能 な も の に つ 


開示 情報 が 





まれ て いる 場合 は 、 そ の 部 分 を 分 離し た うえ で 視聴 若しくは 閲覧 又は 複製 物 を 作成 す 


る こと は 技術 的 に 困難 で ある こと か ら 、 当 該 方 法 に よる 開示 は 行わ ず 、 紙 その 他 こ れ に 
類する も の に 印字 し 、 又 は 印画 し た も の の 閲覧 又は 写し の 交付 の 方 法 に より 対応 する こ 
と と な る 。 

な お 、 同 一 の 録音 テー プ 又 は ビデ オ テ ー プ に 非 開示 情報 が 含ま れ て いる 場合 は 、 こ れ 
を 分 離す る こと は 技術 的 に 困難 で ある こと か ら 、 非 開示 情報 が 含ま れ て いる 録音 テー プ 
又は ビデ オ テ ー プ に つい て は 開示 を 行わ な い 。 


ーー 






















































































2 開示 の 実施 の 方 法 等 の 申出 

(1) 担当 課 は 、 開 示 決 定 を 行っ た 場合 は 、 公 文書 開示 決定 通知 書 又 は 公文 書 部 分 開示 決定 通 

知 書 に 、 開 示方 法 等 申出 書 (様式 第 8 号 ) を 添付 の 上 送付 し 、 指 定 し た 月 日 まで に 開示 の 
実施 の 方 法 等 に つい て 申出 を 求め る も の と する 。 

(2) 開示 請求 者 が 開示 請求 書 に 開示 の 実施 の 方 法 を 記載 し て いる 場合 で 、 別 に 申出 が な い 場 

合 は 、 当 該 記載 を も っ て 開示 の 実施 の 方 法 等 に つい て の 申出 と みな され る も の で ある 。 

(3) 開示 請求 者 は 、 最 初 に 開示 を 受け た 日 か ら 起 算 し て 30 日 以内 に 限り 、 更 に 開示 を 受け る 
こと を 申し 出る こと が で きる (条例 第 16 条 第 4 項 。 以 下 「 再 開示 の 申出 」 と いう 。) が 、 
この 場合 は 、 開 示方 法 等 申出 書 (様式 第 8 号 ) の 提出 を 求め 、 公 文書 の 写し 等 を 送付 する 
場合 を 除き 、 開 示 実 施 日 等 通知 書 (様式 第 9 号 ) に より 通知 する も の と する 。 


























































































































































































































エエ 
































3 開示 の 実施 
(1) 開示 を 実施 する 日 時 及び 場所 
公文 書 の 開示 は 、 開 示 請 求 に 係る 公文 書 の 写し 等 を 送付 する 場合 を 除き 、 決 定 通知 書 に 
より あら か じ め 指 定 し た 日 時 及び 場所 に お いて 行う も の と する 。 
な お 、 決 定 通 知 を し た 後 、 開 示 請 求 者 が や む を 得 な い 事 情 に より 、 あ ら か じ め 指 定 し た 
日 時 に 開示 を 受け る こと が で き な い 場合 は 、 別 の 日 時 に 公文 書 の 開示 を 実施 する も の と す 
る 。 
(2) 開示 の 準備 
ア 担当 課 は 、 開 示 の 指定 時 刻ま で に 、 開 示 の 場所 へ 開示 請求 に 係る 公文 書 を 搬入 し 、 待 
機 す る も の と する 。 
イ 担当 課 は 、 破 損 等 の お それ が ある な どの 理由 に より 、 原 本 を 複写 し た も の を 開示 する 
場合 は せ 、 あ ら か じ め 当 該 文書 の 写し を 準備 する も の と する 。 
(3) 決定 通知 書 の 提示 
担当 課 は 、 開 示 の 場所 に 来 庁 し た 者 に 対 し て 決定 通知 書 の 提示 を 求め 、 開 示 請求 者 本 人 
で ある こと 、 公 文書 の 表示 等 の 確認 を 行う も の と する 。 
(4) 公文 書 の 閲覧 又は 視聴 の 実施 





































































































































































































担当 課 は 、 公 文書 を 提示 し 、 開 示 請求 者 の 求め に 応じ て 当該 公文 書 の 内 容 等 に つい て 説 
明 す る も の と する 。 

な お 、 公 開 窓口 を 担当 する 職員 は 、 原 則 と し て 、 こ の 閲覧 又は 視聴 に 立ち 会 う も の と す 
る 。 








閲覧 又は 視聴 の 場合 の 機器 の 操作 は 、 原 則 と し て 、 担 当 課 の 職員 が 行う も の と する 。 
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(5) 公文 書 の 写し 等 の 交付 
ア 公文 書 の 写し 等 の 交付 申込 書 の 提出 
公文 書 の 写し 等 を 交付 する 場合 は 、 開 示 請求 者 に 対し て 、 公 文書 の 写し 等 の 交付 申込 
書 (様式 第 10 号 ) の 提出 を 求め る も の と する 。 
イ 開示 当日 に 写し の 交付 を 求め られ た 場合 の 取扱 い 





当初 の 開示 の 実施 の 方 法 の 申出 が 閲覧 の み で ある 場合 で あっ て 、 開 示 の 当日 
の 写し 等 の 交付 を 求め られ た と き は 、 再開 示 の 申出 と し て 取扱 い 、 開示 方 法 等 申出 書 




















に 公文 書 


( 様 

















式 第 8 号 ) の 提出 を 求め る も の と し 、 可 能 で ある 場合 は その 場 で 公文 書 の 写し 等 の 交付 





を 実施 し て 差し 支え な いも の と する 。 この 場合 、 


2 (3) ) は 省略 で きる も の と する 。 
ウ 閲覧 又は 視聴 に 引き 続 
複製 物 の 作成 に 
きる 時 間 を 伝え る も の と する 。 
な お 、 当 日 複製 物 を 開示 請 





























こ 時 間 を 要する 場合 に 








電磁 的 記録 の 複製 物 の 交付 を 求め られ た 場 


は 、 そ の 








が 受領 


で き な し 



































公文 書 の 写し 等 の 交付 | 
(6) 指定 日 以外 の 公文 書 の 開 














示 の 実施 








い 場 合 に は 、 別 の 日 時 














当 課 は 、 改 め て 決定 通知 書 又 は 開示 実施 
知 の 発議 書 等 に 変更 し た 日 時 を 記載 する も の と 




































































請求 者 が や む を 得 な い 理由 に より 、 指 定 し た 日 
に 公文 書 の 開示 を 実施 する こと が で きる も の と する 。 こ の 場合 、 

















時 等 の 





開示 を 実施 する 日 通知 (第 6 の 




















の 取扱 い 
人 0 複製 物 が 交付 で 








紳 開示 請求 




















場合 は 、 送 付 に より 交付 する こと と し 、 








込 書 (様式 第 10 号 ) の 提出 を 求め る も の と する 。 


時 に 公文 書 の 開示 を 受け る こと が で き な 


担 














日 等 通知 書 は 送付 し な いも の と し 、 当 初 の 決定 通 





























































































































































































































する 。 













































































な お 、 日 時 を 変更 し た 場合 は 、 そ の 冒 を 公開 窓口 に 連絡 する も の と する 。 
第 7 費用 徴収 
1 費用 の 額 
(1) 文書 又は 図画 の 写し の 場合 
載 式 の 複写 機 に より 写し を 作成 し た 場合 (白黒 で 、 日 本 工業 規格 A 列 3 番 ま で の 大 き さ 
の も の に 限る 。) は 1 枚 に つき 10 円 (両面 に 複写 し た 場合 に あっ て は 、20 円 ) 、 カ ラー で 作 
成 し た も の は 、 1 枚 に つき 40 円 (両面 に 複写 し た 場合 に あっ て は 、80 円 )、 業 者 に 委託 す 
る な どの 方 法 に より 写し を 作成 し た 場合 は 当該 委託 等 に 要 し た 費用 に 相当 する 額 と する 。 
(2) 電磁 的 記録 の 複製 物 の 場合 
磁気 テー プ 等 の 価額 に 相当 する 人 額 と する 。 
(3) 電磁 的 記録 を 紙 そ の 他 こ れ に 類する も の に 印字 し 、 又 は 印画 し た も の の 写し の 場合 
文書 又は 図画 の 写し の 場合 と 同様 と する 。 
(4) 開示 請求 者 が 送付 を 希望 する 場合 
開示 請求 者 が 公文 書 の 写し 等 に つい て 送付 を 希望 する 場合 は 、 別 に 送付 に 要する 費用 の 
負担 を 求め る も の と し 、 そ の 額 は 、 送 付 に 要する 費用 に 相当 する 額 と する 。 
2 費用 徴収 の 方 法 
(1) 現金 で 徴収 する 場合 
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維人 通 








は 、 


現 








知 票 ( 











開 


2 ペ 





か 





担当 課 は 、 





の 交付 











入 通 知 票 の 作成 が 開示 決 
まで に 発送 の 上 、 納 入 通 和 




















公開 窓口 





口 は 、 第 4 の 8(6) 
こ 発行 の 上 、 担 当 課 に 送付 する も の と する 。 
か ら 送 付 さ れ た ぁ 
こ 要 する 費用 及び 送付 に 要する 費用 を 











納 員 又 は 現金 取扱 員 が 会 計 規則 の 定め る と ころ に より 、 
金 の 納付 を 受け た と き は 、 開 示 請求 者 に 対 し 、 複写 料 等 領 
け す る も の と する 。 
に より 徴収 する 場合 
に より 担当 課 に 納入 通知 票 の 発行 を 依頼 され た 場合 は 、 





内 人 通知 票 を 開示 請求 



































現金 で 徴収 する も の と する 。 
収 票 (様式 第 


11 号 ) 



























































担当 課 は 、 原 則 と し て 納入 通知 票 と 決定 通知 














コッ た で 日 
F 寺 の 




















M 








H 票 に つい て は 、 





























































































































まで に 


書 を 併 
行わ れ な い 場 合 





公開 窓口 












































































































































に 送付 し 、 


金融 機関 に 納付 させ る も の と する 。 こ の 
せ て 送付 する も の と する 。 た だ し 、 納 
は 、 決 定 通知 書 の みな を 当該 期 B 
か ら 直 接 送 付 さ せる も の と する 。 




















速 や 








公文 書 の 写し 等 


現 
場合 、 





















































担当 課 は 、 公 文書 の 写し 等 の 交付 に 要する 費用 及び 送付 に 要する 費用 が 納付 され た こと 
を 確認 し た 上 で 、 開 示 請 求 者 に 対し 、 公 文書 の 写し 等 を 送付 する も の と する 。 
(3) 送付 に 要する 費用 の 特例 的 取扱 い 
開示 請求 者 か ら 、 郵 送 に 要する 費用 の 額 に 相当 する 郵便 切手 が 提出 され た 場合 に は 、 当 
該 郵 便 切 手 を 使用 する こと に より 、 公 文書 の 写し 等 の 郵送 を 行う こと と し て 差し 支え な い 
も の と する 。 
3 収入 の 歳入 科 
公文 書 の 写し 等 の 交付 及び 送付 に 要する 費用 に 係る 収入 の 歳入 科目 は 、 次 の と お り と する 。 
( 款 ) 諸 収入 ( 項 ) 雑 入  ( 目 ) 雑 入  ( 節 ) 議会 
第 8 文書 提供 
非 開示 情報 を 含ま な い 公文 書 及 び 非 開示 情報 が 容易 に 判断 で きる 公文 書 に つい て は 、 担 当 課 
に お いて 、 条 例 の 規定 に よる 交付 の ほか 、 次 の 方 法 に より 、 有 償 で 公文 書 の 写し を 提供 (以下 
「 文 書 提供 」 と いう 。) する こと が で きる も の と する 。 
1 対象 文書 
条例 の 手続 き に よる こと な く 提 供する こと が で きる 公文 書 の 写し は 、 次 に 掲げ る 公文 書 の 
6 
(1) 既に 公表 し て いる 統計 資料 等 
(2) 過去 に 全部 開示 し た こと の ある 公文 書 な ど 担 当 課 に お いて 非 開示 情報 が 含ま れ て いな い 
こと が 容易 に 判断 で きる 公文 書 
(3) 過去 に 部 分 開示 し た こと の ある 公文 書 な ど 担 当 課 に お いて 非 開示 情報 が 容易 に 判断 で き 
る 公文 書 
2 複写 方 法 
(1) 非 開示 情報 が 含ま れる 場合 の 複写 媒体 は 、 紙 に 限る も の と する 。 


(2) 

















~~ 


れる 場合 の 取扱 い は 、 第 6 の 1(1) ウ ( 


pe 
Kk 
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E め る 方 法 に 











準ずる も の と す 








る 。 














3 費用 の 負担 

















担当 課 が 上 記 1 に 掲げ る 公文 書 の 写し を 提供 











する 場合 、 当 該 公文 書 の 写し の 作成 及び 送付 








に 要する 費用 を 徴収 する も の と し 、 写 し の 作成 に 要する 費用 の 額 は 、 第 7 に 定め る 額 と 同 





ずる 3 

















た だ 了 ウ 。 事務 事業 の 執行 等 の た め 報 道 機関 に 
ら 費 用 を 徴収 し な いこ と と する 。 
(1) 各種 制度 の パン フレ ッ ト や 普及 訂 発 資料 な ど 事務 事業 の 広報 や 普及 啓発 を 目的 に 作成 








に つい て は 、 文 書 作成 の 趣旨 等 か 





















































され た も の 
(2) 工事 、 委 託 契 約 等 に 基づい て 、 


























(3) その 他 担 当 課 が 無料 で 提供 する こと が 適当 と 誰 























4 提供 の 手続 き 








文書 提供 は 、 文 書 提供 申込 書 (様式 第 12 号 ) の 提出 を も っ て 行い 、 文 書 提供 に 要する 費用 


を 徴収 する も の と する 。 


5 その 他 

















a 担当 課 と 請 
し て 担当 課 の 事務 室 に お いて 、 請 求 者 が 公文 書 

















第 9 審査 請求 が あっ た 場合 の 取扱 い 























こ 資料 提供 する 場合 の ほか 、 次 に 掲げ る 文書 




















事務 事業 を 相手 方 に 実施 させ る 上 で 必要 な も の 





め ら れる も の 



























































開示 決定 等 に つい て 、 審 査 請求 が あっ た 場 





(2) 公開 窓口 は 、 当 該 審査 請求 書 を 受け 付け た 場 














当該 審 査 請求 書 を 、 当 該 審査 請求 書 











求 者 と の 間 で 上 骨 歯 が 生じ し ない よう 、 原 則 と 


の 内 容 を 直接 確認 で きた 場合 に 行う も の と す 





こ は 、 次 に より 取り 扱う 2 も の と する 。 





を 又は 開示 請求 に 係る 不作 為 に 係る 審査 請求 書 は 、 公 開 窓口 に お いて 受け 付け 


こ は 、 そ の 写し を 保管 し た 上 で 、 直 ち に 


























担当 課 に 送付 する も の と する 。 





2 審査 請求 書 の 要件 審査 
(1) 記載 事項 の 確認 





























A 




















担当 課 は 、 行 政 不服 審査 法 (平成 26 年 法律 第 68 号 ) の 規定 に 基づき 、 次 の 要件 に つい 


て 確認 する も の と する 。 
6 審査 請 求 書 の 記載 事項 の 確認 














⑦) 開示 決定 等 に 係る 審査 請求 の 場合 
称 及 び 住 所 又は 








a 審査 請求 人 の 氏名 又は 名 
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og 
吸 中 時 
ul 還 ul 


想 財 am 


Pi 








a} 


青 求 に 係る 処分 の 内 容 
青 求 に 係る 処分 が あっ た こと を 知っ た 年 月 日 
求 の 趣旨 及び 理由 








教示 の 用 


























の 
求 の 年 月 
求人 が 、 








日 




















信 及 びそ の 内 容 


団 若 し く は 財団 で ある 場合 、 総 代 を 互選 し た 場合 











法人 その 他 の 社 














NH 








又は 代理 人 に よっ て 審査 請求 を する 場合 に は 、 そ の 代表 者 若しくは 管理 人 、 総 代 又 は 

















代理 人 の 氏名 及び 住所 又は 居所 
(の 開示 請求 に 係る 不作 為 に 係る 審査 請求 の 場合 











a 当該 不作 為 に 係る 処分 に つい て の 申請 の 内 容 及 び 年 月 日 





b の ⑦)a、f 及 び g の 記載 事項 





イ 審査 請求 人 (審査 請求 人 が 法人 その 他 の 社団 又は 財団 で ある 場合 に あ 
は 管理 人 、 審 査 請求 人 が 総代 を 互選 し た 場合 に あっ て は 総代 、 審 査 請求 人 が 代理 人 に よ 



























































っ て は 代表 者 又 















































っ て 審査 請求 を する 場合 に あっ て は 代理 人 。 (4) の ウ に お いて 同じ 。) の 押印 の 有無 
人 、 総 代 又は 代理 人 が ある 場合 は 、 そ れ ぞ れ の 資格 を 証明 する 書 




















ウ 代表 者 若しくは 管理 





面 (法人 登記 短 の 騰 本 ・ 
の 写し 、 代 理 人 委任 状 等 
エ 審査 請求 期間 内 (開示 決定 等 が あっ た こと を 知っ た 日 の 翌日 か ら 起算 し て 3 月 以内 ) 
































の 審査 請求 か どう か 。 
オ 審査 請求 人 適格 の 有 
利 利益 を 侵害 され た 

(2) 審査 請求 書 の 補正 
担当 課 は 、 当 該 異 議 ! 
も 、 補 正す る こと が で き 
(3) 審査 請求 に つい て の 却 


















































担当 課 は 、 当 該 審 査 請 























下 の 裁 決 を 行い 、 裁決 書 の 








ア 審査 請求 が 不適 法 で あり 、 か つ 、 補 正 不能 で ある 場合 





イ 補正 命令 に 応じ な か 
ウ 補正 命令 に 定め る 補 ュ 




















抄本 、 代 表 



































又は 管理 人 を 選任 し た こと を 証する 総会 議事 録 等 


























) の 添付 の 有無 












































か どう か 。) 


立て 審査 請求 が 、 











無 (開示 決定 等 又は 開示 請求 に 係る 不作 為 に よっ て 直接 自己 の 権 




















上 記 Q) の 要件 を 満た さ ず 不適 法 な も の で あっ て 


る 場合 は 、 相 当 の 期間 を 定め て 補正 を 命ずる も の と する 。 

















下 の 裁 決 











求 が 次 の いずれ か に 該当 する 場合 に は 、 a 








騰 本 を 審査 請求 人 に 送付 する も の と する 。 この 場合 、 担当 課 は 、 
当該 裁決 書 の 写し を 議事 調査 課 に 送付 する も の と する 。 








っ た 場合 


正 の 期間 を 経過 




















昌 し た 場合 
































ア 審査 請求 に 対す る 裁決 が 行わ れる まで の 間 に 審 査 請求 人 か ら 審査 請求 の 全部 又は 一 部 
を 取り 下げ る 旨 の 申出 が あっ た と き は 、 当 該 申 出 に 係る 書面 (以下 審査 請求 取 下 書 」 
と いう 。) の 提出 を 求め る も の と する 。 

イ 審査 請求 取 下 書 に 記載 すべ き 事 項 は 、 お お むね 次 の と お り と する 。 



































( ア ) 審査 請 
( イ ) 審査 請求 書 の 日 
( ウ ) 審査 請求 に 係る 
























































求人 の 氏名 又は 名 称 及 び 住 所 又は 居所 








付 又は 審査 請求 書 を 提出 し た 日 付 





処分 の 内 容 
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(3) 


4 
(1) 

























































































































































































































































































































































































( エ ) 取下げ が 審査 請求 の 一 部 で ある 場合 に お いて は 、 審 査 請求 書 に 記載 し た 審査 請求 
の 趣旨 及び 理由 の うち 、 取 り 下 げ る 内 容 
ウ 審査 請求 取 下 書 に は 、 審 査 請求 人 の 押印 を 求め る も の と する 。 
エ 審査 請求 取 下 書 の 受付 は 、 担 当 課 に お いて 行う も の と する 。 
な お 、 公 開 窓口 に 審査 請求 取 下 書 の 提出 が あっ た 場合 に は 、 上 直ちに 、 当 該 取 下 書 を 担 

当 課 に 送付 する も の と する 。 
オ 担当 課 は 、 審 査 請求 取 下 書 を 受け 付け た 場合 、 当 該 取 下 書 へ 収受 印 を 押印 し 、 そ の 写 
し を 議事 調査 課 に 送付 する も の と する 。 
カカ 担当 課 は 、 オ に お いて 受け 付け た 審査 請求 取 下 書 を 供覧 し 、 事 案 の 処 理 を 終了 する も 
の と する 。 た だ し 、 取 下げ が 審査 請求 の 一 部 で ある 場合 は 、 こ の 限り で な い 。 
開示 決定 等 の 再 検 討 

担当 課 は 、 審 査 請求 が あっ た と き は 、 直 ち に 開示 決定 等 の 再 検討 を 行う も の と する 。 
担当 課 は 、 再 検討 の 結果 、 鶴 家 請求 の 全部 を 認容 し 、 当該 審査 請求 に 係る 公文 書 の 全部 
を 開示 する こと が 適当 と 判断 し た 場合 は 、 第 三 者 か ら 開 示 に 反対 の 意思 を 表示 し た 意見 書 
(以下 「 反 対 意 見 書 」 と いう 。) が 提出 され て いる 場合 を 除き 、 原 処分 を 取り 消す 裁決 を 行 
い 、 直 ち に 審査 請求 人 へ 裁決 書 騰 本 を 送付 する も の と する 。 こ の 場合 、 担 当 課 は 、 当 該 裁 
決 書 の 写し を 議事 調査 課 に 送付 する も の と する 。 

な お 、 こ の 場合 、 審 査 会 の 意見 は 要 し な いも の で ある 。 

担当 課 は 、 原 処分 を 取り 消す 裁決 が 行わ れ た と き は 、 審 査 請求 に 係る 公文 書 の 全部 を 開 
示す る 旨 の 決定 を 行い 、 公 文書 開示 決定 通知 書 (様式 第 3 号 ) に より 審査 請求 人 に 通知 す 
る も の と する 。 こ の 場合 、 担 当 課 は 、 公 文書 開示 決定 通知 書 の 写し を 議事 調査 課 に 送付 す 
る も の と する 。 
審査 会 へ の 調査 依頼 

調査 依頼 の 期日 等 























担当 課 は 、 次 に 掲げ る 場合 を 除き 、 審 査 会 に 調査 を 依頼 する も の と する 。 


ア 審査 請求 が 不適 法 で あり 、 却 下す る 場合 








イ 審査 請求 の 全部 を 認容 し 、 当 該 審 査 請 求 に 係る 公文 書 の 

















合 (第 三 者 か ら 反 対 意見 書 
調査 依頼 書 の 作成 
I 


年 提 














ンー 


= 








過 





る 経 
その 他 必 要 な 事項 
頼 書 の 提 昌 








IF 章 














1 gp 








求 書 の 写し 
開示 請求 書 の 写 陣 








財 査 依頼 書 に 次 に 掲げ る 











書類 を 添付 し て 、 議 
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出さ れ て いる と き を 除く 。) 





全部 を 開示 する こと と する 場 


る 事項 を 記載 し た 調査 依頼 書 を 作成 する も の と する 。 
NG と な っ た 公文 書 の 表示 





査 課 へ 提出 する も の と する 。 


A 


反論 書 


すす H Ff 





調査 を 
担当 課 ! 
調査 依 
審 3 








NN 
紀 


上 由 


その 他 必 要 な 書 次 





庄 
画 

圭 
画 


(審査 











臣 米 





青 求人 か ら 提 




















開示 請求 に 対す る 決定 通知 書 の 写し 








日 


出さ れ た 場合 に 限る 。) 




















北栄 信 立 土 侍 


























依頼 し た 





(当該 審査 請求 の 対象 と な っ た 公 


当該 審 








功 字 


旨 の 通知 





ま よ 、 審 査 会 に 
頼 通 知 書 





(様式 第 13 与 ) に より 、 調 査 を 依頼 し た 旨 


調査 を 依頼 し た 場合 は 、 次 に 掲げ る 者 に 、 


岩手 県 議会 情報 公開 審査 




















計 求 人 及び 参 カ 


3 箕 
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k= 


貴 





求 者 (開示 請求 者 が 審査 請求 人 又は 参加 人 で ある 場合 を 
NN 


人 




















青 求 に 係る 不作 為 に つ 











ご 
ry 


三 者 ( 当 


当該 


三 者 が 審 











審査 会 が 
担当 課 は 
い 。 

益 消 。 


より 当該 資料 又は 意見 書 の 写 ne 





(2) 又は 





行う 調 








(3) の 資料 又は 


査 へ の 対応 
審査 会 か ら 次 の 事項 に つい て 求め が あっ た 場合 は 、 





























意見 書 を 提 昌 














送付 し 、 又 は 同 条 第 











資料 又は 音 


見 書 








臣 








載 し た 


























審査 請求 人 等 
町 を 併せ て 提出 し な けれ ば な ら な 


い 。 











(1) 





開示 決定 





又は 開示 


プン 
uk 


人 








(2) 
会 の 指定 


(3) (1)、( 








開示 決定 全 


ll 





な な 
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する 方 法 に 
2) の ほか 、 


Eh 
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> た を 
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意見 の 陳 : 
担当 課 は 、 必要 が ある と 計 ma 誰 め る 場合 


述 等 
































青 求 に 係る 不作 為 
斉 求 に 係る 不作 為 


こ 係 る 公文 書 の 提示 
に 係る 公文 書 に 記録 され て 
理 し た 資料 の 作成 ・ 提 出 

係る 意見 書 駐 は 資料 の 提 昌 


る 
































し 、 又 は 整 
査 請求 ( 


半 
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これ 【 


HH する 場合 に お いて 、 条 例 第 29 条 第 1 項 の 】 


に 閲覧 させ る こと に 支障 が ある と き は 、 








を 通知 する も の と する 。 


除く 。) 























いて 反対 意見 書 を 提 昌 


査 請求 人 又は 参加 人 で ある 場合 を 除く 。) 


こ 応 じ な けれ ば な ら な 


ーー 
ks 








此 定 【 
当該 








2 項 の 規定 に より 


その 冒 及び 政 





























いる 情報 の 内 容 を 審査 



































、 意 見 陳述 の 機会 を 求め 、 意 見 書 若 


閲覧 を 求め る も の と す 





調査 意見 書 を 直 ち 








送付 され る も の で あ 

















し く は 資料 を 提出 し 、 又 ! + 審査 会 に 提出 され た 意見 書 若しくは 資料 の 
る 。 
7 審査 会 の 調査 意見 
議事 調査 課 は 、 審 査 会 か ら 議長 に 調査 意見 書 が 提出 され た 場合 は 、 
に 担当 課 へ 送付 する も の と する 。 
な お 、 調 査 意見 書 は 、 審 査 会 か ら そ の 写し が 審査 請求 人 及び 参加 人 に 
る 。 
8 審理 手続 の 終結 
担当 課 は 、 行 政 不服 審査 法 第 9 条 第 3 項 の 規定 に より 読み 替え て 適 有 
項 の 規定 に よる 通知 は 、 調 査 意見 書 が 送付 され た 後に 行う も の と する 。 
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上 日 する 同 法 第 41 条 第 3 


(3) 


(4 


10 


(1) 


(2) 


第 10 ファ イル 管理 秘 


1 


当該 ファ イル 管 正 


2 





審査 請求 に 対す る 裁決 等 





























を 行う も の と する 。 
担当 課 は 、 審 査 請求 に 対す る 裁決 を 行っ た 場合 は 、 























担当 課 は 、 審 査 請求 を 認容 ( 原 処分 の 全部 又は 





よ 、8 の 通知 後 、 遅 滞 な く 、 審 査 会 の 意見 を 尊重 し て 、 当 











ul 
本 











裁決 書 の 膳 本 
人 へ 送付 する と と も に 、 そ の 写し を 議事 調査 課 に 送付 する も の と する 。 








は 、 当 該 裁 決 に 基づき 、 速 や か に 、 

















i 














青 求 に 対す る 裁 





請求 人 及び 参加 


部 の 取消 し ) する 裁決 が 行わ れ た と き 
認容 部 分 に つい て 開示 決定 を 行い 、 開 示 請求 





に 通知 

















する も の と する 。 な お 、 第 三 者 か ら 反 対 意見 書 が 提出 され て いる 場合 で 、 開 示 決定 を 行う 





と き は 、 当 該 第 三 者 に 対し 、 開 示 決 定 を し た 旨 及 びそ の 理由 並び に 開示 を 実施 する 日 を 書 
面 に より 通知 する こと 、 開 示 決定 の 日 と 開示 を 実施 する 
































か な けれ ば な ら な いこ と に 注意 する こと 。 























日 と の 間 に 少 な く と も 2 週間 を 置 











担当 課 は 、 開 示 決定 等 又は 第 三 者 へ の 書面 に よる 通知 を 行っ た と き は 、 こ れ ら の 書類 の 














写し を 議事 調査 課 に 送付 する も の と する 。 


第 三 者 か ら 審 査 請求 が あっ た 場合 の 取扱 い 








第 三 者 に 関す る 情報 が 記録 され て いる 公文 書 に 係る 開示 決定 に 対し て 当該 第 三 者 か ら 審 
査 請求 が あっ た 場合 に は 、 審 査 請求 が 提起 され た だ け で は 開示 の 実施 は 停止 され な いも の 
窓口 は 、 開 示 の 実施 を 停止 す 











で ある (行政 不服 審査 法 第 25 条 第 1 項 )。 








し た が っ て 、 公 開 





























る た め に は 審査 請求 と 併せ て 執行 停止 の 申立 て を する 必要 が ある 中 (行政 不服 審査 法 第 25 
条 第 2 項 ) を 審査 請求 人 に 対し て 説明 する も の と する 。 


第 三 者 か ら の 審査 請求 を 却下 し 、 又 は 棄却 する 裁決 を 行っ た 場合 は 、 
提起 の 機会 を 確保 する た め 、 当 該 審査 請求 に 係る 裁決 の 日 




















当該 第 三 者 に 訴訟 











な く と も 2 週間 を 置か な けれ ば な ら な いこ と に 注意 する こと 。 


























ファ イル 管理 簿 の 作成 及び 写し の 提出 
担当 課 は 、 フ ァイル 管理 短 を 作成 し 、 そ の 写し を 翌 有 























E 度 の 4 月 末日 8 








部 提出 する も の と する 。 























な お 、 担 当 課 は 、 フ ァイル 管理 邊 の 写し の 提出 に 当たっ て は 、 一 般 の 韻 



























































ファ イル 管理 短 の 写し の 配置 






































議事 調査 課 に お いて は 、 担 当 課 が 管理 する ファ イル 管理 短 の 写し を 整備 し 、 公 開 窓口 に 備 








え 置 いて 、 一 般 の 閲覧 に 供する も の と する 。 


第 11 
1 





実施 状況 の 公表 


実施 状況 の 取り ま と 











まとめ 
議事 調査 課 は 、 毎 年 度 の 公文 書 の 開示 に つい て の 実施 状況 を 取り ま 
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と 開示 を 実施 する 日 と の 間 に 少 
































、 議 事 調査 課 へ 


に 適する よう 、 
E 筐 に 記載 され た 個人 名 、 法 人 名 その 他 の 情報 の うち 、 非 開示 情報 の 内 容 が 
判明 し な いよ う 記 載 を 簡略 化す る な ど 必 要 な 措置 を 講ず る も の と する 。 























と め る も の と する 。 


公表 の 方 法 
譜 事 調査 課 は 、 毎 年 度 4 月 末日 まで に 、 次 の 事項 に つい て 、 前 年 度 の 実施 状況 を 岩手 県 
ここ 登載 する こと に より 、 公 表す る も の と する 。 

開示 請求 の 件 数 及び その 内 訳 

開示 決定 等 の 件 数 及び その 内 訳 

審査 請求 の 件 数 及び その 概要 

情報 公開 に 関す る 訴訟 の 概要 

その 他 必 要 な 事項 
























































開示 請求 の 記録 
議事 調査 課 で は 、 開 示 請求 に 係る 相談 等 の 状況 を 記録 し て お くも の と する 。 


























Ri 












































































































































附 邊 

の 要綱 は 、 平 成 12 年 6 月 1 日 か ら 施行 する 。 
附 邊 

の 要綱 は 、 平 成 13 年 4 月 1 日 か ら 施 行 する 。 
附 邊 

この 要綱 は 、 平 成 16 年 4 月 15 日 か ら 施 行 する 。 
附 邊 

の 要綱 は 、 平 成 19 年 4 月 1 日 か ら 施行 する 。 
附 邊 

の 要綱 は 、 平 成 20 年 4 月 1 日 か ら 施行 する 。 
附 邊 

この 要綱 は 、 平 成 21 年 4 月 1 日 か ら 施行 する 。 
附 由 

の 要綱 は 、 平 成 24 年 4 月 1 日 か ら 施行 する 。 
附 邊 

の 要綱 は 、 平 成 25 年 4 月 1 日 か ら 施行 する 。 
附 上 邊 

この 要綱 は 、 平 成 28 年 4 月 1 日 か ら 施行 する 。 
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